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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、インスリン様成長因子2（IGF2）mRNAの5' UTRに結合し、その翻訳を制御するタンパク質をコードしています。代謝において重要な役割を果たしており、この遺伝子の変異は糖尿病感受性と関連しています。選択的スプライシングとプロモーター利用により、複数の転写バリアントが生じます。関連する擬似遺伝子は複数の染色体上に存在します。[RefSeq提供、2016年9月],疾患：肝細胞癌の一部患者の血清中にIGF2BP2に対する自己抗体が検出されています。,機能：インスリン様成長因子2（IGF2）mRNAの5' UTRに結合します。結合はアイソフォーム特異的です。標的mRNAの翻訳を制御する可能性があります。,類似性：RRM IMP/VICKZファミリーに属します。,類似性：2つのRRM（RNA認識モチーフ）ドメインを含みます。,類似性：4つのKHドメインを含みます。,細胞内局在：精子の結合片と尾部に局在します。,サブユニット：HNRPDと相互作用します。,組織特異性：卵母細胞、小型および成長中の卵胞の顆粒膜細胞、ライディッヒ細胞、精原細胞、精液に発現します（タンパク質レベル）。精巣癌に発現します（タンパク質レベル）。心臓、胎盤、骨格筋、骨髄、結腸、腎臓、唾液腺、精巣、膵臓に弱く発現します。胎児肝臓、胎児卵巣、精巣原細胞、精巣間質細胞に検出されます。,
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	IGF2BP2 抗体を使用した Jurkat 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	IGF2-BP2ポリクローナル抗体を用いたHuvEC細胞のウェスタンブロット解析

